
配這

くりらぼのファンクションとアクション
モノづくりのまちづくりのために求められる 「場」づくり

観光客

大田区民

モノづくり観光

の拠点

町工場

リタイアした工場主

・職人の技術提供

くりらぼ多摩川とまちとの関わり

くりらぼ多摩川に必要な機能

学校 高層住宅地

運営の担い手

「創造製作所」と銘打つくりらぼ多 なっていた工場見学をとりまとめ、 マ ラリーのような 「展示空間」として利

摩川には、 新たな 「モノづくりのまち ネジメントする「工場見学 ・ 産業観光 用する。

づくり」を実践する場として、 以下の 窓口」や、 「モノづくりのまち」を歴 (5) シェア会議室空閻・広告空間

ような多彩な機能が複合的に求められ 史文化も含めて体感するためのツアー 小規模な町工場では持つことのでき

ている。

(1)モノづくり体験空閻

モノづくりに触れ、 その価値を理解

の運営管理を行う。

(3)創遣請発空間

モノづくりに関連するクリエイタ ー

するための簡単な作業や体験（工場体 やデザイナ ー の活動および発信の場

験） やワ ークショップ、 スク ール等が （アトリエ ・ エ房、 クリエイタ ー イン

ない 「会議室や商談空間」、 あるいは、

集合で各工場の様子や製品を宣伝 ・ プ

レゼンするような 「展示 ・ 広告 ・ 販売

促進空間」として活用する。

(6)モノづくり交流空間

行える 「作業空間」 「活動空間」 「イベ レジデンス）、 あるいはモノづくりと 職人や地域住民、 クリエイタ ーが気

ント空間」として用意する。 あるいは、 デザインのマッチングによる製品開発 軽に集まって世間話や情報交換、 お茶
「ファブラボ」 「ファブカフェ」のよう 等を行う「創造誘発空間」として活用 も飲むことができるような、 「モノづ

に区民がモノづくりも近づけるような する。 くりコミュニテイカフェ」や、 夕方か

空間づくりも考えられる。 (4)創遣発信空間 ら 「BAR」として集まることのできる

(2)工場見学ツアーの窓口 上記のようなデザイナ ーによる作品 ような 「交流空間」として用いること

これまで小さな町工場が個別に受け や、 町工場の製品など、 魅力あるコン が考えられる。

ていたが、 そのために業務の妨げにも テンツの発信、あるいは展示会やギャ




